
 
 
 
 

 
 
 

Q１　この事業は、誰のために、何をするのですか？

Q２　この事業に、私たちの税金がどのように使われていますか？

Q３　この事業が行われることによるメリットは？

Q４　この事業はいつから始まり、また、見直しなどを行いましたか？

市内の小学生に対し、学校や日常生活では出会うことのない“学び”

につながる体験講座を実施する事業です。 

子どもたちが新たな興味・関心を発見し、その後の健全な成長に繋が

ることを目的としています。

　体験学習講座の消耗品購入等に使われています。 

※市と、講師となる団体・個人等の役割分担は 6 ページを参照

体験をきっかけに、さまざまな分野の学びや興味・関心を深めるとと

もに、体験を通じて、自分の潜在的な得意分野等を発見する機会となる

ことを期待しています。 

また、参加児童が団体や個人の活動を知り、イベント後に団体や個人

が主催する講座や教室へ新たに参加をするなど、継続的な学びにつなが

ることを期待しています。

令和４年度から実施しています。 

令和５年度は、参加児童がより幅広い分野の中から選択することがで

きるように、講座数や参加団体を増やしました。 

令和６年度については、令和４年度・令和５年度の午前・午後の参加

率を鑑みて、タイムスケジュールの見直しを行いました。

事業名：わくわく体験テーマパーク事業

ワ ン ポ イ ン ト 解 説 

やっさだるマンの
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2024 年度

事業シート（概要説明書）

予算事業名 わくわく体験テーマパーク事業 事業開始年度 2022年度

上位施策事業名 青少年健全育成事業 担当局・部名 教育部

根拠法令等 地方教育行政の組織及び運営に関する法律 担当課･係名 生涯学習課

事務区分 ☑自治事務　　□法定受託事務 作成責任者 井川

対象者数（全住民に対する割合）

3,798 人 0.04 ％

☑直接実施（直営）

□業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　）

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　    　　実施主体：  　　　 　　　）

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

事業内容（箇条書き） 事業費 活動指標

2024 年度（予算） 2023 年度（決算見込） 2022 年度（決算） 2021 年度（決算）

事業費合計 100 千円 35 千円 104 千円 千円

担当正職員 0.34 人 2,040 千円 0.34 人 2,040 千円 0.45 人 2,700 千円 人 千円

臨時職員等 0.01 人 18 千円 0.01 人 18 千円 0.01 人 18 千円 人 千円

人件費合計 0.35 人 2,058 千円 0.35 人 2,058 千円 0.46 人 2,718 千円 人 千円

総事業費 2,158 千円 2,093 千円 2,822 千円 千円

千円 千円 千円 千円

国県補助金の内容

地方債 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

その他の財源の内容

一般財源 2,158 千円 2,093 千円 2,822 千円 千円

財源合計 2,158 千円 2,093 千円 2,822 千円 千円

実施の背景

　社会環境の変化に柔軟に対応していくために、様々な社会課題に対して、解決の方法を考え、独創的・画期的なアイ
デアを生み出すことのできる人材が求められている。
　このような人材育成を推進していくために、多様な経験を通して、三原への愛着をもった「未来の担い手づくり」を重点
的に取り組むこととし、令和３年度総合教育会議においてその具体的な手法が協議され、「児童生徒の学校外で行う新
たな社会教育」の一環として、様々な経験を提供する事業としてスタートした。

目　的
（何のために）

　小学生が様々な講座を通して、学校や日常生活で普段は出会うことができない体験をすることで、得られ
る“学び”から、新たな興味・関心や自分の中の潜在的な得意分野を発見する機会を提供する。
　また、参加団体の活動内容や取り組みについて、児童や保護者に広く知ってもらう機会として、様々な活
動の後継者を育成し、郷土への愛着を育む。

対　象
（誰・何を対象に）

三原市内の小学生（１～６年生）

実施方法

開催調整・会場提供 0 
千
円

講座の決定・講師依頼 0 
千
円

講座数・参加団体数

打ち合わせ・必要消耗品の購入 100 
千
円

参加者募集 0 
千
円

参加児童数

関連事業
（同一目的事業等）

・スポーツ振興課「スポーツのテーマパークinみはら」　事業費：300千円　
  事業内容：様々なスポーツ（屋内・屋外）を体験する場を提供し、新たな好奇心を呼び覚ますとと
　　　　　　もに、日常的なスポーツ活動やふるさと三原への更なる愛着へとつなげる。
　　　　　 （学びのテーマパークと同年から開催）
・子育て支援課「こどもおしごとチャレンジ」　事業費：1,450万円　
　事業内容：楽しみながら、多様な仕事・職業を知る機会の充実と興味・関心の拡大を図り、働くこ
            との意義や重要性、社会について学び、自己の将来について考えるきっかけづくりをする。

事
業
費

事業費内訳
（2023年度分）

文具消耗品費 34,606円

人
件
費

国県補助金

その他の財源
（使用料、手
数料など）

事
業
概
要

事業内容
（手段、手法など）

コ
ス
ト

財源

内訳

事業番号１事業番号５
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2024 年度

事業シート（概要説明書）

予算事業名 わくわく体験テーマパーク事業 事業開始年度 2022年度

事業番号１事業番号５

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位 2023 年度 2022 年度 2021 年度

参加者数 人 101/150 111/100 /

参加団体数 団体 10/8 7/7 /

講座数 講座 19/20 14/14 /

単位当たりコスト 総事業費 ／ 参加者（人・団体）数 千円 19 24

【成果指標名】（実績値/目標値） 単位 2023 年度 2022 年度 2021 年度

当該事業がおもしろかったと感じた児童数 人 81/101 72/111 /

当該事業後に団体が主催する講座や教室への参加者数 人 3／10 3／10 /

参加団体のうち、当該事業が各団体をPRする場とし
て適していると答えた団体数 団体 9／10 6／7 /

事
業
実
績

活動実績

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

・学校や日常生活で普段は出会うことがない体験の場として、児童に対し、新たな興味関心・得意な
 ことの発見に繋がったかどうかを測るため、当該事業に対する児童へのアンケート結果を成果目標と
 した。
・当該事業後に参加団体の主催する講座や教室への参加者数の増加を聞き取りすることで、継続的な
 学びに繋がっているかを測る成果目標とした。
・参加団体に対し、各団体のPRや活動の周知の場として適しているか聞き取ることで、PRの場として
 の満足度を測る成果目標とした。

成果
（目標達成状況）

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

【自己評価】
・学校や日常生活では出会うことができない体験の場を提供し、児童の新たな興味・関心を引き出
 し、新しい一面や得意分野の発見につながったと考える。
・また、一時的な興味・関心にとどまらず、当該事業後に講座や教室に参加する児童が見られたこと
 は、継続的な学びにつながるとともに、参加団体をPRする場として有効であったと捉えている。

【課題】
・講座体験後、継続的な学びにつながっているのか、市民活動後継者の育成につながっているのかな
 どの効果を検証することが難しい。（参加団体の主催講座や教室に限らず、他の団体や個人での活動
 など）

【今後の方向性】
・アンケートの結果を見ると、参加者（子どもと親）の満足度は高いが、現在の実施方法では参加で
 きる人数に限りがあるため、実施方法を再考する。

【参加児童アンケート（当該事業がおもしろかったかどうか）】
　R5年度　有効回答85人　R4年度　有効回答79人
・R5年度　おもしろかった95％（81/85)　R4年度  おもしろかった91％ (72/79)  
・おもしろかったと回答した児童の中で、「○○ができて楽しかったから」や「○○がうまくつくれ
 てよかったから」など、満足度の高い内容が多く見られた。

【保護者アンケート（当該事業がよかったかどうか）】
　R5年度　有効回答14人　R4年度　有効回答84人
・R5年度　よかった92％(13/14)　R4年度　よかった70％(59/84)
・よかったと回答した保護者の中で、「なかなかできない体験ができた」や「子どもが楽しそうだっ
 たから」など、肯定的な意見が多くみられた。
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2024 年度

事業シート（概要説明書）

予算事業名 わくわく体験テーマパーク事業 事業開始年度 2022年度

事業番号１事業番号５

特記事項

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

・尾道市「おのみちキッズフェスタ」
　ところ　尾道市民センターむかいしま
　日　程　令和６年９月８日（日）9：00～15：00
　参加費　無料（材料費有り）
　内　容　アトラクション（ハンドベル、ギター・ウクレレ）、ゲーム（スーパーボールすくい、わ
          なげ）、体験講座（勾玉をつくろう、木工教室など）、クイズ、スタンプラリー など

・福山市「ふくやま子どもフェスティバル2023」
　ところ　まなびの館ローズコム　中央公園
　日　程　令和５年11月３日（金）10：00～15：00
　参加費　無料（材料費有り）
　内　容　子ども文化祭、ゲスト出演、出店、体験コーナー（モルックづくり、勾玉づくり、お仕
          事体験など）など

・東広島市「生涯学習フェスティバル」
　ところ　東広島芸術文化ホールくらら等
　日　程　令和５年11月３日（金）・４日（土）
　参加費　無料（材料費有り）
　内　容　発表会（合唱やダンス、音楽劇など）、記念講演、展示、体験講座（わら細工、バルー
          ンアート、ロボットを動かしてみよう）など
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令和４年度 令和５年度 令和6年度（予定）
プラネタリウム プラネタリウム プラネタリウム

押し花 押し花 陶芸
ダンス ダンス 雪花絞り（染色）体験

三原だるま面相描き 三原だるまの面相描き 三原だるまの面相描き
プログラミング プログラミング プログラミング

カラフルきのこ（臨床美術） ちょこっとアート（臨床美術） ちょこっとアート（臨床美術）

木工クラフト 木工クラフト フラワーアレンジ
わくわく体験 日本の伝統文化 茶道 シーグラスアート
カーボンニュートラルRPG SDGsカードゲーム

和アート 書道

○ダンス ○押し花

○プログラミング ○和アート 書道

講座の様子

資料２
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小学生が体験学習を通して“学び”に出会い，
新しい興味・関心を育むことを目的としたイベントです。

“学び”との出会いを通して，わくわくの種を見つけてみませんか。 

市のHPにある申込フォームから，
希望のコースと参加したい回を選
んで申し込み（先着順）。定員な
ど詳細はHPで確認してください。

▲三原市HP

【締め切り】９月２２日（金）

申し込み方法

いろんな講座が勢揃い！

時間

【問い合わせ先】　
三原市生涯学習課
℡ 0848-67-6147
FAX0848-67-5912

【対象】

中央公民館
     午前の回10時～11時40分
     午後の回13時～14時40分

場所

市内在住・在学の

資料３
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Aコース

Bコース

Dコース

Eコース

Fコース

Gコース

Cコース

きみのアイデアが誰かのハッピーへ　

ロボホンプログラミング体験
　プログラミングに挑戦！自分で組んだプログラムで，
　　ロボホンを動かしてみよう。

押し花でつくる万華鏡
　　押し花を使って，世界にたった一つのオリジナル万華鏡を作ろう。

ちょこっとアート（臨床美術）
　さまざまな素材を使って，自分だけの虫を作ろう！
　あなたの“虫の王様”は，なにかな？

三原だるまの面相描き
　面相描き体験で，ふるさとを代表する民芸品「三原だるま」を知ろう。

プラネタリウムで星空を学ぼう
　星って，どんな動きをするのかな。　
　出張プラネタリムで，夜空を彩る星の世界をのぞいてみよう。

カーボンニュートラルRPG

　カードゲーム「カーボンクエスト」でCO₂を出す
　カーボンドラゴンとたたかおう！

わくわく体験　日本の伝統文化　茶道
お抹茶とお菓子を味わいながら，奥深い日本の伝統文化
“茶道”について学ぼう！

ダンスで笑顔の輪を広げよう‼
　J-Popにあわせてレッツダンス！楽しく体を動かそう！

和アート　書道
（※茶道（Eコースと合同）とあわせて２講座）
　文字でアート？！自由な発想で書に親しむ
　“書道アート”に触れてみよう。

自然と遊ぼう（木工クラフト）

　自然木を使った木工講座。昆虫や恐竜，
　動物など、好きな形の作品を作ってみよう！

材料費500円

材料費６00円

材料費６00円

材料費　無し

材料費４00円

材料費６00円

材料費２00円

タイムテ
ーブルは

市HPで公
開中
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